
宇治市内の事業所・脱炭素に関するアンケート 

 

 本アンケートは、事業所の脱炭素化を支援するために、宇治市・・京都府立大学・京都府地球温暖化防

止活動推進センターが協力して実施します。調査の結果は脱炭素化に資する施策・支援の検討に活用さ

せていただきます。 

 省エネ機器への更新や運用による省エネ実施・・太陽光発電設置・・エネルギーの見える化等を進めるた

めに、国や様々な団体が支援等を実施しており、アンケート結果から情報提供やマッチング等ができれ

ばと思っております。ぜひとも御回答いただきますようお願いいたします。 

 

 

 

 

 【回答期限】2026 年 1月 23 日（金）まで 

 【回答方法】web フォーム（https://forms.gle/fie2qu7Eid6KYkYX7）にご入力ください。 

もしくは郵送（返信封筒利用）、FAX、メールにてお送りください。 

 【送・付・先】京都府地球温暖化防止活動推進センター（担当：浅井、川手） 

       FAX 番号：０７５－８０３－１１３０  メール：2025-01@kcfca.or.jp 

 【問合わせ】電話番号：０７５－８０３－１１２８    

 

会社名・事業所名  

ご担当者の所属、お名前  

ご連絡先電話番号  

ご連絡先メールアドレス  

当てはまるもの全てに☑してください。 

【事業所・店舗】 □所有   □賃貸   □自宅兼事務所・店舗 

【事業形態】   □法人   □個人事業主 

チェック欄について、Word 入力でご回答される場合はこちら⇒☑をコピーして貼り付けて下さい。 

※➊～※⓮の用語は、用語解説にて簡単な説明をご覧いただけます。 

https://www.kcfca.or.jp/wp-content/uploads/2025/09/wordkaisetsu202601uji.pdf 

 

1. 貴事業所にとっての脱炭素の取組（省エネや再エネ設備導入等）について、 

最も当てはまるもの１つに☑をつけてください。 

□(ア)企業の成長・生き残りのため取組は必要不可欠 

□(イ)イメージアップのため取り組む 

□(ウ)地球温暖化対策・環境保全のため取り組む 

□(エ)社会貢献として取り組む 

□(オ)コスト削減や業務効率化を進めた結果が脱炭素につながっている 

□(カ)脱炭素に取り組む必要性を感じない 

□(キ)その他〔                                 〕 

↑Webフォーム 

https://forms.gle/fie2qu7Eid6KYkYX7
mailto:2025-01@kcfca.or.jp
https://www.kcfca.or.jp/wp-content/uploads/2025/09/wordkaisetsu202601uji.pdf
https://forms.gle/fie2qu7Eid6KYkYX7


2. 省エネを進める上で、貴事業所が必要とされることはありますか？ 

関心のあるものを全て選んで☑をつけてください。 

□(ア)省エネ診断（どこをどう進めたらよいかのアドバイスが欲しい。） 

□(イ)補助金の情報 

□(ウ)融資の情報 

□(エ)最新機器の情報 

□(オ)省エネ機器の販売や設置が可能な事業者の情報 

□(カ)その他〔                                    〕 

 

3. 貴事業所での省エネ・再エネ設備等の導入状況にあてはまるものはどれですか。（各 1つに〇） 

 導入済み 導入予定 関心はある 導入は困難 

１ 太陽光発電システム １ ２ ３ ４ 

２ 蓄電設備 １ ２ ３ ４ 

３ 太陽熱利用システム １ ２ ３ ４ 

４ コージェネレーションシステム １ ２ ３ ４ 

５ 高性能ボイラー １ ２ ３ ４ 

６ 高効率熱源機 １ ２ ３ ４ 

７ 高効率空調機 １ ２ ３ ４ 

８ 高効率給湯器 １ ２ ３ ４ 

９ BEMS※❶や省ｴﾈﾅﾋﾞなどのｴﾈﾙｷﾞｰ管理ｼｽﾃﾑ １ ２ ３ ４ 

10 LED 照明 １ ２ ３ ４ 

11 断熱材・ペアガラス １ ２ ３ ４ 

12 屋上緑化・壁面緑化 １ ２ ３ ４ 

13 次世代自動車※❷ １ ２ ３ ４ 

14 生ごみ処理機・生ごみ堆肥化装置 １ ２ ３ ４ 

15 再エネを活用した電力の導入 １ ２ ３ ４ 

16 その他 省エネ・再エネ設備等で導入しているものがあれば記載ください。

（                                          ） 

 

4. 貴事業所の太陽光発電導入状況について、当てはまるものを全て選んで☑をつけてください。 

□(ア)すでに導入し、発電電力を FIT※➌で売電している 

□(イ)すでに導入し、発電電力を自家消費している 

□(ウ)今後、導入する計画がある 

□(エ)導入したいと思い検討したが、条件が合わない 

主な理由……□(1)資金調達に課題 

□(2)設置場所に課題 

□(3)経済性が不十分（コスト削減効果が小さい） 

□(4)その他〔                       〕 

□(オ)導入したいと思っているが、検討ができていない 

□(カ)メリットがあれば導入を検討したい 

□(キ)導入する可能性はない 
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5. 再生可能エネルギーの導入を進める上で、貴事業所が必要とされることはありますか？ 

関心のあるものを全て選んで☑をつけてください。 

□(ア)導入の無料相談（コンサルティング） 

□(イ)補助金の情報 

□(ウ)融資の情報 

□(エ)最新機器の情報（必要な機種などあれば☑をお願いします。） 

□(1)太陽光発電………・ □①建物への屋根設置 

□②建物への壁面設置 

□③ソーラーカーポート ※カーポートの上に太陽光パネルを設置 

□④野立て 

□⑤ソーラーシェアリング ※農地の上に太陽光パネルを設置 

□⑥ペロブスカイト太陽電池※❹ 

□(2)蓄電池 

□(3)バイオマス※❺設備 □①ボイラー 

□②炉 

□③発電機 

□(4)太陽熱利用設備 

□(5)水素設備… □①水素ステーション 

□②燃料電池※❻自動車 

□③燃料電池フォークリフト 

□(6)その他〔                          〕 

□(オ)規制緩和………□(1)建蔽率※❼ 

□(2)手続きの簡素化 

□(3)その他〔                〕 

□(カ)再エネ機器の販売や設置が可能な事業者の情報 

□(キ)その他〔                               〕 

 

6. 貴事業所における温室効果ガス排出量の把握状況をお答えください。（1つに☑） 

□(ア)把握し、公表している 

□(イ)把握しているが、公表していない 

□(ウ)把握していない 

 

7. 貴事業所における温室効果ガス排出量の削減目標についてお答えください。（1つに☑） 

□(ア)削減目標を設定し、公表している 

□(イ)削減目標を設定しているが、公表していない 

□(ウ)削減目標の設定を検討している 

□(エ)削減目標の設定・公表は予定していない 

 

8. 取引先から温室効果ガスの削減や目標設定などを要求された事例はありますか。（1つに☑） 

□(ア)求められたことがある 

内容をご記入ください〔                             〕 

□(イ)求められたことはない 
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9. 貴社は、「温室効果ガス排出量を削減したほうがよい」という直接的または間接的な要請または圧

力（プレッシャー）を、以下のそれぞれの団体・人（関係者）からどの程度感じていますか？ 

「1・：まったく感じていない」～「7・：かなり感じている」までの 7段階でお答えください。なお、

該当しない場合は「０：該当しない」とお答えください。（1つに〇） 

          まったく感じていない  かなり感じている 

 

(ア)国内の顧客   ・・・・０ ・・ １ ・・２ ・・３・ ・４・ ・５・ ・６・ ・７  

(イ)海外の顧客     ０ ・・ １ ・・２ ・・３・ ・４・ ・５・ ・６・ ・７  

(ウ)国内の仕入れ先    ０ ・・ １ ・・２ ・・３・ ・４・ ・５・ ・６・ ・７  

(エ)国内の競合事業者    ０ ・・ １ ・・２ ・・３・ ・４・ ・５・ ・６・ ・７  

(オ)従業員     ０ ・・ １ ・・２ ・・３・ ・４・ ・５・ ・６・ ・７  

(カ)金融機関     ０ ・・ １ ・・２ ・・３・ ・４・ ・５・ ・６・ ・７  

(キ)政府、自治体    ０ ・・ １ ・・２ ・・３・ ・４・ ・５・ ・６・ ・７  

(ク)マスメディア    ０ ・・ １ ・・２ ・・３・ ・４・ ・５・ ・６・ ・７  

(ケ)SNS 等のネットメディア   ０ ・・ １ ・・２ ・・３・ ・４・ ・５・ ・６・ ・７  

 

10. 脱炭素経営を進める上で、貴事業所が必要とされることはありますか？（関心のあるもの全て☑） 

□(ア)・コンサルティング…… □無料のみ □有料も可 

□(イ)・省エネ診断…… □無料のみ □有料も可 

□(ウ)・温室効果ガスの見える化に必要な……… □(1)ソフト  □(2)人材  □(3)知識 

□(エ)・各種イニシアティブ※➑への参加支援 

     □(1)RE100※➒  □(2)RE・Action※➓  □(3)EV100※⓫  □(4)SBTi※⓬  □(5)JCI※⓭ 

□(オ)・補助金 

□(カ)・同業他社の事例 

□(キ)・社員研修会 

□(ク)・人材派遣（人手不足を補うため） 

□(ケ)・専門家派遣（自社に合った専門的な情報を得るため） 

□(コ)・計画立案サポート 

□(サ)・その他〔                               〕 

 

11. 脱炭素へ向けて貴事業所での社員研修について、関心のあるものを全て選んで☑をしてください。 

□(ア)・最新情報の講演会 

□(イ)・同業他社の事例研修会 

□(ウ)・見える化ソフト研修会 

□(エ)・社員向けカーボンニュートラル※⓮基礎研修 

□(オ)・体験型研修 カードゲーム「2050 カーボンニュートラル」 

      ※カーボンニュートラルの概念の理解をするためのビジネスゲーム形式の研修。 

□(カ)・各種イニシアティブ参加方法を学ぶ研修会 

□(キ)・省エネ機器導入セミナー 

□(ク)・再エネ機器導入セミナー 

□(ケ)・宇治市が実施している事業所への無料の講師派遣 

□(コ)・その他〔                              〕 
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12. 貴社と、貴社の事業所がある地域についてお尋ねします。それぞれの記述に対し、どの程度そう思

うのかについて、「1：強くそう思わない」～「5：強くそう思う」までの 5段階でお答えください。 

強くそう思わない    強くそう思う 

 

(ア)当社はこの地域に強い愛着を感じている  ・・ １・ ・２・ ・３・ ・４・ ・５ ・ 

(イ)この地域は当社にとって大きな意味を持つ  ・・ １・ ・２・ ・３・ ・４・ ・５ ・ 

(ウ)当社が活動をする上で、この地域は最適な場所だ ・・ １・ ・２・ ・３・ ・４・ ・５ ・ 

(エ)他の場所で行うよりも、この地域で活動することが 

当社にとって重要だ    ・・ １・ ・２・ ・３・ ・４・ ・５ ・ 

 

13. 脱炭素へ向けて貴事業所で積極的に取り組んでいること、困っていることがあればご記入ください。 

取り組んでいること 

 

 

 

 

 

 

困っていること 

 

 

 

 

 

 

14. その他ご自由にご意見などございましたらご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 
 

ご協力ありがとうございました。 

※ 回答内容をもとに、ご要望のある情報をメール等でご連絡させていただく場合がございます。 


